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１．復興まちづくりに向けた、町民どうしや町民と行政との話し合いの場づくり 

 

 町民が主役となる復興まちづくりを進めるには、正確な情報に基づいて、様々な立場の町民が町の

将来について考え、その復興への想いを互いに共有していくことが大切である。そこで、町内の関係

団体・機関や外部支援者等と連携しながら、町民が気軽に参加できる交流会や、行政担当職員を招い

た情報提供会等を開催し、町民同士が復興まちづくりについて話し合うことのできる多様な場づくり

を行った。 

 

 

１－１．南三陸椿ものがたり復興 

 

南三陸町に多く自生しその実からとれる油が生活に使われる等、町民の記憶に様々な形で残る

「椿」。大津波や塩害にも耐え生き残ったその逞しい植生から、この町に生き続ける者たちが生き

方を学び、復興に向けた希望を共有するため、椿をテーマとした交流・まちづくり活動を継続して

行った。 

本活動は、以下の助成事業の一環として実施したものである。 

・赤い羽根「災害ボランティア・NPO 活動サポート募金」助成金   （４月～８月） 

・公益信託オオバまちづくり基金助成金      （４月～２月） 

・ジャパン・プラットフォーム「共に生きる」ファンド 助成金   （４月～３月） 

 

（１）椿はな咲くまちづくりお茶会 

 

椿の話題をきっかけとして町民どうしの交流を図り、新しいまちづくりへの希望を共有する場と

して開催した。 

    ※復興公営住宅での取り組みについては、１－３節「復興公営住宅に関する取り組み」参照。 

 

 ①椿のまちづくりお茶会 in 戸倉          （別紙報告参照） 

日時 平成 28年４月８日（金）９：30～11：30 

会場 戸倉中学校応急仮設住宅集会所（南三陸町戸倉沖田 69） 

参加 27 名 （協力：日本セラピューティック・ケア協会） 

 

 ②椿のまちづくりお茶会 in 志津川         （別紙報告参照） 

日時 平成 28年４月８日（金）13：30～15：30 

会場 志津川中学校グラウンド応急仮設住宅集会所（南三陸町志津川助作 1-1） 

参加 30 名 （協力：日本セラピューティック・ケア協会） 
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（２）椿のまちづくり活動 

 

時期に応じて椿の種拾いや苗木の育成、植樹した苗木の世話等、幅広い層の町民や外部支援者も参

加しやすい催事を以下の通り実施した。 

    ※復興公営住宅での取り組みについては、１－３節「復興公営住宅に関する取り組み」参照。 

 

 ①椿の育樹作業 

 

 ８月に夏休みを活用して南三陸を訪れた学生ボランティア等の外部支援者と連携し、津波からの

避難路沿いに植えた椿の育樹作業を実施した。 

 

②椿のたねっこ拾いバスツアー                 （別紙報告参照） 

 

椿の実がはじけて種ができた時期に、町外の仮設住宅入居者等を対象に、町内の椿の名所を回り、

種拾いを行う交流会として開催した。町内の復興住宅の建設状況も見学していただくことで、復興

公営住宅入居予定者の事前交流の要素も持たせるようにした。 

 

   日時 平成 28 年９月 26日（月）９：00～15：00 

会場 イオン南方店跡地応急仮設住宅出発～町内の椿自生地・復興公営住宅建設現場を巡回 

（志津川地区・上山八幡宮～町内復興状況視察～戸倉神社～入谷地区・ひころの里） 

参加 20 名 

※バス賃借料、茶菓代を公益信託オオバまちづくり基金助成金より支出。その他の経費をジャパ

ン・プラットフォーム「共に生きる」ファンド 助成金より支出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

椿のたねっこ拾いバスツアーの様子 

 

 ③子どもたちに向けた取り組み 

 

 上記のような活動を、町の将来を担う子どもたちも伝えていく活動を実施した（6/3 志津川中学

校、7/8 入谷小学校、1/20 戸倉保育所）。子どもたちにもわかりやすく伝わるように、紙芝居にし

て伝えたり、南三陸の伝統である「きりこ」をつくるワークショップをしたりしながら伝えるよう

にした。 
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（３）「南三陸椿くらぶ」の活動サポート 

 

「南三陸椿ものがたり復興」の歩みを継続的に支援して下さる外部支援者の皆さんとのつながりを

維持していくため、「椿のきりこはがき」といったツールの製作を、イオン南方店跡地応急仮設住宅

の住民による活動（南三陸椿くらぶ）と連携しながら実施。当会の会員が活動に定期的に参加し、取

り組みをサポートした。 

当該仮設住宅には、完成までに時間を要した志津川地区（復興公営住宅、高台移転団地）への転居

予定の方が多くいらっしゃり、復興を待ちながら交流を継続する場ともなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上）南三陸椿くらぶ（4/18） 

（右）椿のきりこはがきづくり（10/4） 

（下２枚）作業の様子（6/27） 
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１－２．新しい市街地形成に向けた取り組み 

 

 防災集団移転促進事業に参加する町民同士が集い、移転後の地域のあり方や住まい方を自分たちで

考えていくことが、復興後のスムーズなコミュニティ形成につながると考え、話し合いの場づくりを

支援した。 

また事業の枠にとらわれず、新しい市街地を形成する仲間として、復興公営住宅入居者も含めた相

互の情報共有・連携についても支援した。さらに旧町域単位のまちづくり活動の活性化のため、地域

マップづくりに取り組んだ。 

本活動は、以下の助成事業の一環として実施したものである。 

・大阪コミュニティ財団 東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興活動等支援基金 助成金 

            （４月～３月） 

・ジャパン・プラットフォーム「共に生きる」ファンド 助成金     （４月～３月） 

 

（１）同じ高台移転事業に参加する町民同士のコミュニティづくりの支援 

 

防災集団移転促進事業（高台移転事業）による宅地引き渡しが行われた伊里前地区枡沢団地（年

度途中で団地名称を「みねはた団地」と決定）をモデル地区として、団地入居者の会合（枡沢団地

懇談会。後半は、みねはた団地自治会準備会）に参加し、住民相互の情報交換や自治会づくりを促

進するため、連絡調整や会合記録作成等について支援した。 

 

①第１回 枡沢団地懇談会 

日時 平成 28年４月 14日（木）19：00～20：20 

会場 平成の森仮設住宅 談話室 

参加 移転参加者 20 名 

内容 今年度の活動について 等 

 

②第２回 枡沢団地懇談会 

 日時 平成 28 年５月 13 日（金）19：00～20：30 

 会場 平成の森仮設住宅 談話室 

 参加 移転参加者 18 名 

 内容 住民連絡網づくり、植栽活動について 等     団地内植栽活動（５月 29 日） 

 

③第３回 枡沢団地懇談会 

 日時 平成 28 年 6 月 13 日（月）19：00～20：30 

 会場 平成の森仮設住宅 談話室 

 参加 移転参加者 12 名 

 内容 区画の変更について、団地の愛称について 等 

 

④第４回 枡沢団地懇談会 

 日時 平成 28 年 7 月 13 日（水）19：00～20：30 
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 会場 平成の森仮設住宅 談話室 

 参加 移転参加者 20 名 

 内容 団地の愛称について、集会所の備品について 等 

 

⑤第５回 枡沢団地懇談会 

 （第 1回みねはた団地自治会準備会） 

 日時 平成 28 年 9 月 14 日（火）19：00～21：00 

 会場 平成の森仮設住宅 談話室 

 参加 移転参加者 13 名 

 内容 団地名称（みねはた団地）の決定、 

集会所について、自治会準備会について 等 

 

⑥第２回みねはた団地自治会準備会 

 日時 平成 28 年 10 月 14 日（金）19：00～20：40 

 会場 平成の森仮設住宅 談話室 

 参加 移転参加者 10 名 

 内容 自治会の規約について 等 

 

⑦第３回みねはた団地自治会準備会 

 日時 平成 28 年 11 月 14 日（月）18：30～20：50 

 会場 平成の森仮設住宅 談話室 

 参加 移転参加者 26 名 

 内容 自治会の規約について、役員について 等 

 

⑧第４回みねはた団地自治会準備会 

 日時 平成 28 年 12 月 5 日（月）18：30～20：00 

 会場 平成の森仮設住宅 談話室 

 参加 移転参加者 26 名 

 内容 団地名簿・連絡網について、 

自治会規約案について 等 

 

⑨第５回みねはた団地自治会準備会 

 日時 平成 29 年 1 月 16 日（月）18：30～20：00 

 会場 平成の森仮設住宅 談話室 

 参加 移転参加者 15 名 

 内容 団地内班分けについて、集会所の備品について 等 

 

⑩第６回みねはた団地自治会準備会 

 日時 平成 29 年 2 月 13 日（月）18：30～19：50 

 会場 平成の森仮設住宅 談話室          参加 移転参加者 ６名 
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この「みねはた団地」ができるまでの経緯を振り返るため、住民座談会を以下の日時・会場で開

催した。さらに、この座談会の内容を含めて編集した「みねはた団地高台移転のあゆみ」を平成 29

年３月に発行した。 

 

⑪みねはた団地高台移転のあゆみ 座談会 

 日時 平成 28 年 12 月 11 日（日）13：20～15：00 

 会場 平成の森仮設住宅 談話室 

 参加 ５名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   写真上（２枚） 座談会の様子 

   写真右 完成した記録誌 

「みねはた団地 高台移転のあゆみ」 

 

 

（２）歌津地域マップの製作 

 

町内歌津地域について、復興公営住宅や高台移転団地、非被災集落の配置や、公共施設・商業施

設の再建場所等、新しい地域の姿を調査しまとめ、「歌津復興マップ」を製作した。 

完成したマップは、歌津地域全世帯に配布（A2

版。1,420 世帯・4,473 名＝４月 15日町広報同梱）

したのに加え、公共施設等、人の集まる場所に掲示

できるポスター（A1 版 50 部）を製作した。 

 

７月 28 日 マップ検討会の様子 

（UR都市機構関係者に参加いただいた） 



 

－ 13 － 
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１－３．復興公営住宅に関する取り組み 

 

復興公営住宅内のコミュニティ形成は、入居前からの取り組みが重要である。特に平成 28 年度は

大規模な復興公営住宅の完成が相次いだことから、取り組みは正念場となった。 

集会所の活用等を通じた入居後の復興公営住宅自治会の設立支援・活動支援に加え、町役場主催の

「くらしの懇談会」と連携しながら、入居前から入居予定者に交流の機会を持っていただくことにも

重点を置いて活動した。 

 

本活動は、以下の委託事業・助成事業の一環として実施したものである。 

・公益信託オオバまちづくり基金助成金       （４月～２月） 

・トヨタ財団 2015 年度国内助成プログラム（東日本大震災特定課題）助成金  （４月～３月） 

・ジャパン・プラットフォーム「共に生きる」ファンド 助成金    （４月～３月） 

・平成 28 年度南三陸町くらしの懇談会運営補助業務（株式会社アークポイントからの委託事業） 

（５月～３月） 

 

（１）復興公営住宅入居予定者向けの交流・情報共有の機会提供 

 

 復興公営住宅に入居予定の町民が、入居までの期間を希望を失わずに過ごし、入居後のコミュニ

ティにスムーズに移行できるようにするために、町が主催する復興公営住宅入居者向け説明会「く

らしの懇談会」と連携しながら、入居予定者の交流の場を提供した。具体的には、グループ毎の意

見交換の進行や記録作成、交流の場づくり等を担当した。 

 

①くらしの懇談会（伊里前地区（入居後）） 

日時 平成 28年６月 18日（土）10：00～12：00 

 会場 伊里前復興住宅集会所 

 内容 枡沢復興住宅の自治会長にお越しいただき、自治会の状況について話題提供いただいた。 

 

②くらしの懇談会（戸倉地区（入居後）） 

日時 平成 28年６月 18日（土）14：30～16：30 

 会場 戸倉復興住宅集会所 

 内容 入谷復興住宅の自治会長にお越しいただき、自治会の状況について話題提供いただいた。 

 

③くらしの懇談会（志津川東④街区（入居半年前）） 

日時 平成 28年７月 16日（土）10：00～12：00 

 会場 南三陸町役場 大会議室 

 

④くらしの懇談会（志津川東⑤⑥街区（入居半年前）） 

日時 平成 28年７月 16日（土）14：00～16：00 

会場 南三陸町役場 大会議室 
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⑤くらしの懇談会（志津川中央①街区（入居半年前）） 

日時 平成 28年 10 月 15 日（土）10：00～12：00 

 会場 南三陸町役場 大会議室 

 

 

 

 

 

⑥くらしの懇談会（志津川中央②街区（入居半年前）） 

日時 平成 28年 10 月 15 日（土）14：00～16：00 

 会場 南三陸町役場 大会議室 

 

 

 

 

⑦くらしの懇談会（志津川東①②街区（入居後）） 

日時 平成 28年 10 月 16 日（日）10：00～12：00 

 会場 志津川東復興住宅 第１集会所 

 

   

    

⑧くらしの懇談会（志津川西①②街区（入居後）） 

日時 平成 28年 12 月 17 日（土）10：00～12：00 

 会場 志津川西復興住宅 第１集会所 

 

⑨くらしの懇談会（志津川東③街区（入居後）） 

日時 平成 28年 12 月 17 日（土）14：00～16：00 

 会場 南三陸町役場 大会議室 

    

⑩くらしの懇談会（志津川中央③④街区（入居後）） 

日時 平成 29年３月４日（土）10：00～12：00 

 会場 南三陸町役場 大会議室 

 

⑪くらしの懇談会（志津川東③④⑤⑥街区（入居後）） 

日時 平成 29年３月４日（土）14：00～16：00 

会場 志津川東復興住宅 第２集会所 

 

⑫くらしの懇談会（志津川西③街区（入居後）） 

日時 平成 29年３月５日（日）10：00～12：00 

 会場 志津川西復興住宅 第２集会所 
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（２）復興公営住宅入居者への支援活動 

 

 復興公営住宅の住民による自治会づくりや、住民活動の活性化を目的として、以下の支援活動を実

施した。 

 

 町内の復興公営住宅のうち、年度前半に入居が進んだ伊里前復興住宅、戸倉復興住宅および志津川

東復興住宅（①②街区）の３住宅について、まずは、住民どうしが顔を合わせる交流会を、町社会福

祉協議会が設置した常駐型 LSA（生活援助員）と連携しながら積極的に開催するとともに、先行して

整備された災害公営住宅自治会長のお話を聞く会等を行い、自治会設立を後押しした。自治会設立後

は、自治会長や役員といったキーパーソンに寄り添いながら、自治会の運営・活動が安定して行える

ように支援した。 

 この３団地については、各団地の自治会設立から自治活動の立ち上げに至るスタートアップ期の支

援について、おおむね成果を上げることができた。LSA の支援もあり日常的な住民活動が定着しつつ

あるほか、団地によっては県のコミュニティ支援補助金を獲得するところも出る等、会費運営を超え

た自治会運営に乗り出すところも出てきた。 

 一方で、今後に向けた課題も見えてきた。自治会の安定した運営には、役員以外の住民の参加が重

要となるが、どの団地でも男性の地域活動への参加が低調である傾向が見られた。またお茶のみ等の

日常的な活動について、現在は LSA の支援により運営されているが、その支援の状況は住宅毎に差が

出てきており、徐々に住民や自治会主体の運営にシフトしていくことが必要と考えられる。上記３団

地は、最終的には隣接する防災集団移転団地と一体となったコミュニティ形成が必要である。 

 

 上記３団地以外の団地についても、上述「くらしの懇談会」等の取り組みを通じて、コミュニティ

づくりの支援を実施したが、年度内には自治会設立に至らなかった。もっとも大きな要因は、町役場

による行政区設定の遅れである。復興公営住宅と防災集団移転団地、非被災集落が混在する地域で、

どのような単位で自治会を形成していくかの枠組みが定まらなかったため、自治会設立の動きが進ま

なかった。 

 次年度には、町役場による行政区設定が想定されることから、上記３団地同様、復興公営住宅と防

災集団移転団地、非被災集落が一体となった、地区全体をカバーする自治の動きを、継続して支援し

ていきたい。 
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①町営伊里前復興住宅 

 

 町営伊里前復興住宅は、入居者の出身地が旧町域全体にわたり、入居直後は互いに知り合いでな

い方々も多く見られた。そこで、まずは自宅から出て顔を合わせる機会を作ることが重要と考え、

椿のお茶会（５月 25日）、たらすもぢパーティー（７月 13 日）、流しそうめん（７月 31 日）、灯篭

づくり（８月 18 日）といった交流会を、LSA や外部支援者と連携し開催した。 

 ８月の入居者自治会発足後は、自治会と共催で、「日曜大工講座」（集会所のベンチづくり・10月

24 日～25日）、クリスマス会（12月 18 日）、新年会（２月４日）等を行い、より多くの住民が参加

しやすい場となるように配慮しながら支援した。さらに、災害公営住宅に隣接した防災集団移転団

地との交流の場として、生け花交流会（３月１日）やけんちん汁交流会（３月 29 日）を開催、伊

里前地区全体のコミュニティづくりのきっかけとすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

椿のまちづくりお茶会（５月25日）    「たらすもぢ」を作って交流（７月13日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    流しそうめん（７月31日）      集会所のベンチづくり（10月24日） 

 

 

 

 

 

 

完成したベンチで一休み（10月 25 日） 
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伊里前復興住宅自治会 クリスマス会          同 新年会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「けんちん汁交流会」には、 

たねっこ拾いバスツアーで拾った 

椿種から絞った椿油を活用 
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②町営戸倉復興住宅 

 

 伊里前復興住宅同様、「椿のまちづくりお茶会」（５月 23 日）や「たらすもぢパーティー」（７月

４日）等、本会主催の交流会を開催しながら、入居者自治会の設立を側面から支援した。８月の自

治会設立後は、仮設住宅時代の繋がりを活かした外部支援者による交流会が多く実施されたため、

その受け入れ支援に注力した。 

 年度末の３月には、防災集団移転団地との交流にも配慮した「生け花交流会」（３月１日）「けん

ちん汁交流会」（３月 30日）を開催し好評を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

椿のまちづくりお茶会（５月 23 日）    たらすもぢパーティー（７月４日） 

  

生け花交流会（３月１日） 
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けんちん汁交流会（３月 30 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         椿油についての説明         参加者も一緒になって調理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    けんちん汁の完成              会食・懇談 
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椿のまちづくりお茶会（５月 23 日） 
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－ 33 － 
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③町営志津川東復興住宅 

 

 町外のイオン南方店跡地応急仮設住宅からの入居者が多いことから、仮設住宅時代のつながりを

活かした交流の場作りを支援した。８月 18 日に入居後初の交流会として、外部支援者のサポート

を受け「灯篭づくりワークショップ」を開催した。さらに、10 月 10 日には、当会主催の「椿のた

ねっこ拾い」を実施した 

 住宅内の「高齢者クラブ」設立（９月）や自治会設立（11 月）により入居者の自主活動が始まっ

た後は、それらの活動に寄り添う形で支援を継続した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お盆の灯篭づくりワークショップ（８月 18日）    椿のたねっこ拾い（10月 10 日） 
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－ 38 － 

（３）復興公営住宅に配置された LSA との連携 

 

各復興公営住宅に配置された LSA（町社会福祉協議会所属）は、住宅内に常駐し住民と接する機会

が多いことから、コミュニティ活動の活性化に向けた役割への期待も大きい。 

住民コミュニティ（自治会等）への関わり方のスタンスの共有や、互いの取り組み状況についての

情報交換を行うことを目的に、当会メンバーと町社会福祉協議会 LSA、UR 都市機構関係者が集まる支

援者間の情報交換会を開催した。LSA は全員が参加、町社会福祉協議会からも担当者が参加し、効果

的な情報交換を行うことができた。 

 

  日時 平成 29年２月２日（木） 14：00～15：30 

  会場 志津川東復興住宅 第 2集会所 

  参加 ＬＳＡ 12 名（戸倉 2名、伊里前 2名、志津川西 2名、志津川東東 2名、 

志津川東西 4名） 

     南三陸町社会福祉協議会 2名 

     ＵＲ都市機構 4 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            開催趣旨の説明           交流のため軽食を準備 

                            （住民向け交流会の流れを踏襲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ２グループに分かれて情報交換 

 

 ２グループに分かれて、これまで開催した交流会で良かった点、反省した点・難しかった点を、情

報共有した。LSA どうしでも、初めて得た情報が多かった様子であり、住民と直接接する支援者どう

しの情報交換の重要性を改めて認識する場ともなった。 
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２．町民同士の交流の機会づくり 

 

震災から長期間が経過し、仮設住宅のコミュニティ活動も、外部支援者による活動から町民自身に

よる自主的な活動へと移行している。また、復興の進捗により仮設住宅の入居率が低下しており、コ

ミュニティ維持・担い手確保の取り組みも必要となっている。そのような中で、気軽に参加できるコ

ミュニティづくりの動きとして、復興事業の枠組みにとらえられないテーマ形のまちづくり活動を行

った。 

本活動は、以下の助成事業の一環として実施したものである。 

・公益信託オオバまちづくり基金助成金       （４月～２月） 

・ジャパン・プラットフォーム「共に生きる」ファンド 助成金    （４月～３月） 

 

①夏休みこどもの広場 

 

 多くの住民が災害公営住宅や再建した自宅に

移り入居者が大きく減少する中で、住民どうし

の交流を維持するため、外部支援者と連携し、

子ども向けの交流会（夏休み子どもの広場）を

平成の森仮設住宅で開催した。当会では「流し

そうめん」や景品抽選会のコーナーを分担。約

40 名の親子連れで賑わった。 

 

平成の森流しそうめんの様子（7月 30日） 
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３．町民によるまちづくり活動に関する情報収集・発信活動 

 

 町民によるまちづくり活動について、各種団体の会合等への参加を通じて情報収集を行い、町の復

興に関するトピックや町内各地区の復興状況、当会の活動内容等とあわせてまとめた「南三陸復興ま

ちづくり通信」を月 1 回のペースで発行した。各号 500 部印刷し、町役場やコンサルタント、社会福

祉協議会、観光協会等の関係機関、自治会、まちづくり団体等を通じて配布し、町全体での情報の共

有を図った。町の復興に関するメディア報道が低調になってきていることから、貴重な情報として、

好評を得た。 

本活動は、以下の委託事業・助成事業の一環として実施したものである。 

・大阪コミュニティ財団 東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興活動等支援基金 助成金 

（４月～７月分） 

・トヨタ財団 2015 年度国内助成プログラム（東日本大震災特定課題）助成金 （８月～10月分） 

・ジャパン・プラットフォーム「共に生きる」ファンド 助成金   （11 月～３月分） 

 

 ①４月 第 22 号発行 

   内容 戸倉団地 84 区画造成終える 5 月末～6 月上旬に引き渡しの見込み 

教訓伝える大切さ訴える  ～全国被災地語り部シンポジウム～ 

防集中学校上団地 坪およそ 4 万円  ～伊里前地区高台移転～ 

シェフ 17 人が本格フレンチで励ます 地元の魚介で「南三陸ブイヤベース」 

志津川高校仮設で「椿のお茶会」開催／「椿のお茶会＆ふるさと巡りツアー」開催 

 

②５月 第 23 号発行 

内容 歌津地区防集２団地 引き渡し終える 

循環型社会実現を南三陸から世界へ発信 ～ホテル観洋で環境シンポジウム～ 

当法人の活動に助成金を頂きました ～トヨタ財団など３団体から～ 

戸倉中・志中仮設で「椿のお茶会」開催 

「集会所」の基本設計案固まる ～歌津地区 中学校上団地・枡沢団地～ 

 

③６月 第 24 号発行 

   内容 志津川魚市場完成 落成式／歌津地区神社社務所 高台に移転 

花の植栽で親睦深める 枡沢団地で交流事業／志津川に板倉のカフェ 7 月オープン！ 

入居者集い楽しく交流 ～戸倉・伊里前の公営住宅でお茶会～ 

復興公営住宅におけるコミュニティづくり学ぶ～東北学院大を会場に公開研究会～ 

 

④７月 第 25 号発行 

   内容 国道 398 号「戸倉復興道路」完成 ～8 月 10 日供用開始！～ 

志津川東復興住宅完成！ ～7 月 1 日入居開始～ 

伊里前まちづくり協議会総会開催 

高台移転住民に憩いと交流の場 ～寄木・韮の浜団地にカフェ・オープン～ 

自治会を設立し交流の輪を広げよう！～伊里前復興公営住宅で暮らしの懇談会～ 
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⑤８月 第 26 号発行 

   内容 新観光交流拠点「さんさん商店街」起工式／志津川東公営住宅 56 戸 9 月引き渡し 

南三陸産材活用の「板倉の家」上棟／復興住宅で自治組織づくり進む 

「たらすもぢパーティー」で楽しく交流 ～戸倉・伊里前の公営住宅でお茶会～ 

      伊里前復興公営住宅で「流しそうめん」 ～入居者ら楽しむ～ 

 

 ⑥９月 第 27 号発行 

   内容 全戸加入で交流促進 ～伊里前復興住宅「自治会」発足～ 

戸倉にビジターセンター11 月オープン／平成の森仮設 入居者減少で自治会解散式 

平成の森で「夏休みこどもの広場」開催 

丹波篠山の中学生が戸倉公営住宅を訪問 ～集会所で入居者と復興応援交流会～ 

「灯ろう」づくりで笑顔広がる ～志津川東復興公営住宅で交流会～ 

 

 ⑦10 月 第 28 号発行 

   内容 県漁協歌津支所を再建 ～歌津伊里前地区で起工式 来春供用開始～ 

復興公営住宅におけるコミュニティづくりを学ぶ 

 ～東北学院大学を会場に公開研究会～ 

茨城の中学生 216 人が南三陸町を訪問 ～公営住宅や仮設などで住民と交流～ 

椿のたね拾いツアーでふるさと巡り ～南方仮設の住民らが復興状況を見学～ 

支え合いで健康寿命を延そう！ ～志津川東地区で高齢者クラブ発足～ 

 

 ⑧11 月 第 29 号発行 

   内容 伊里前福幸商店街移転新築工事 起工式 ～復興のシンボル 来年４月オープン～ 

高速道路上で「ふれあいウォーキング」開催 

～三陸道志津川 IC 開通でプレイベント～ 

椿のたね拾いツアーで復興状況を見学 ～志津川東公営住宅入居者が町内巡り～ 

入居者がベンチづくりに挑戦 ～伊里前復興住宅で日曜大工講座～ 

旬の食材を使った調理実習で交流会 ～戸倉復興住宅で栄養教室～ 

 

  ⑨12 月 第 30 号発行 

    内容 志津川東地区公営住宅で自治会設立総会と交流イベント開催！ 

       戸倉に環境省のビジターセンターがオープン！ 

       志津川で千住真理子さん演奏／東復興住宅集会所でヴァイオリンコンサート 

       高台移転団地で自治会設立準備会／復興みなさん会の定例会が開催されました 

 

  ⑩１月 第 31 号発行 

    内容 南三陸町役場新庁舎 8月完成！ 木造躯体工事見学会でＦＳＣ認証をＰＲ 

       志津川にウジエスーパーのショッピングセンター！今月 17日起工式 7 月開業予定 

       伊里前復興住宅集会所でクリスマス会／南三陸木の家づくり互助会 12 月役員会 

       ＮＰＯ夢未来南三陸が 12 月定例会開催 
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  ⑪２月 第 32 号発行 

    内容 ウジエスーパーのショッピングセンターが着工 6 月末竣工 7月開業予定！ 

       三陸道 南三陸海岸インターチェンジ（ＩＣ）3月２０日の供用開始が決定！ 

       伊里前復興住宅自治会が新年会＆交流会 

       震災を 1000 年先の世代にも伝えたい！ ～ホテル観洋で被災地語り部フォーラム～ 

       復興住宅の自治会サポートで意見交換 ～社協ＬＳＡ、ＵＲ，みなさん会が交流会～ 

 

  ⑫３月 第 33 号発行 

    内容 南三陸さんさん商店街新装オープン！ 

       「いのちと地域を守る」誓い新たに 

 寄木地区で防災・減災ワークショップ「むすび塾」開催 

       広がりを見せる木の家づくり活動 

       昼食を囲みながら団欒 ～歌津婦人会が公営住宅で交流会開催～ 

       “つなげよう花の心” ～戸倉復興住宅で「生け花交流会」～ 
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４．関係主体との情報交換・連絡調整 

 

 今後の支援に必要な情報・ノウハウを習得するために、内部研修を実施するとともに、他団体が主

催する研修・視察等に参加し情報交換を行った。 

本活動は、以下の委託事業・助成事業の一環として実施したものである。 

・赤い羽根「災害ボランティア・NPO 活動サポート募金」助成金     （４月～８月） 

・トヨタ財団 2015 年度国内助成プログラム（東日本大震災特定課題）助成金  （４月～３月） 

・ジャパン・プラットフォーム「共に生きる」ファンド 助成金    （４月～３月） 

 

①トヨタ財団研究会 「災害復興公営住宅におけるコミュニティづくり」 参加 

日時 平成 28年５月 19日（木）15：00～17：50 

会場 東北学院大学土樋キャンパス 5号館 5階 541 教室（仙台市青葉区土樋） 

内容 トヨタ財団国内助成プログラム（東日本大震災特定課題）の助成団体が出席し、活動 

計画の発表を行った。 

 

 

 

 

 

 

パネルディスカッションの様子 

 

 

②トヨタ財団研究会 「自治会とその周辺を舞台とした女性の役割」 参加 

日時 平成 28年９月 15日（木）15：00～17：30 

会場 東北学院大学土樋キャンパス ホーイ記念館Ｈ301 教室（仙台市青葉区土樋） 

内容 トヨタ財団国内助成プログラム（東日本大震災特定課題）の助成事業について、中間 

   報告を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

       復興みなさん会のプレゼンの様子 

 

 

③トヨタ財団研究会 ｢石巻市新立野第二復興住宅におけるコミュニティづくり報告会｣ 参加 

日時 平成 28年 11 月 17 日（木） 13：30～17：00 
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会場 石巻市営新蛇田第一集会所会議室（石巻市蛇田字新立野） 

    内容 トヨタ財団による、石巻じちれんの助成事業報告が行われた。 

 

④トヨタ財団研究会 ｢災害公営住宅におけるコミュニティ形成支援活動報告およびステークホル 

ダー会議｣ 参加 

日時 平成 29年２月 21日（火）14：00～16：15 

会場 大崎市古川保健福祉プラザ（ｆプラザ）（大崎市古川三日町） 

内容 トヨタ財団による、おおさき地域創造研究会の助成事業報告が行われた。 

 

⑤大阪コミュニティ財団 「東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興活動等支援基金」を活用 

した助成事業の成果発表会 参加 

日時 平成 28年７月７日（木）13：00～16：45 

会場 仙台商工会議所 7階大会議室（仙台市青葉区本町） 

 

⑥活動の課題を共有し解決するワークショップ（第１回）の開催 

日時 平成 28年５月 28日（土） 13 :10～16：15     

会場 上山八幡宮 社務所 

アドバイザー 淀川区まちづくりセンター 奥河 洋介氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    内部ワークショップの様子 

 

⑦活動の課題を共有し解決するワークショップ（第２回）の開催 

日時 平成 29年３月６日（月） 13：00～15：30     

会場 上山八幡宮 社務所 

アドバイザー 淀川区まちづくりセンター 

 奥河 洋介氏 
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⑧UR都市機構との情報交換（第１回） 

日時 平成 28年７月 28日（木） 13：10～16：30 

  会場 上山八幡宮 社務所 2階 （南三陸町志津川字上の山） 

内容 志津川地区のコミュニティ支援について、LSA 勉強会について 

 

⑨UR 都市機構との情報交換（第２回） 

  日時 平成 28年８月 10日（水） 15：30～17：00 

  会場 東北圏地域づくりコンソーシアム事務所内 （仙台市宮城野区榴岡） 

  内容 志津川地区のコミュニティ支援について、LSA 勉強会について 

     復興公営住宅集会所の運営方法について 

     行政区と復興公営住宅自治会との関係について 

 

⑩市町村担当者円卓会議 災害公営住宅におけるコミュニティ支援の現状と課題 共催 

日時 平成 28年６月３日（金）13：30～16：30 

会場 東松島市コミュニティセンター 会議室３ （東松島市矢本字大溜 1-1） 

内容 県内市町村の災害公営住宅担当者が集まる会議を共催したもの。（主催：一般社団法人 

みやぎ連携復興センター、一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム） 
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５．団体運営に関する事項 

 

 ５－１．総会の開催 

 

   定時社員総会を以下の通り開催した。 

    日時 平成 28年６月 21 日（火） 15：00～17：00 

    会場 上山八幡宮 社務所 

    内容 平成 27度事業報告、決算について(協議事項) 

       平成 28度事業報告、予算について(報告事項)  

       役員改選について 

 

 ５－２．理事会の開催 

 

  ①第１回理事会 

    日時 平成 28年６月 21 日（火） 14：50～15：00 

    会場 上山八幡宮 社務所 

    内容 総会資料について（平成 27年度事業報告、決算について） 

 

  ②第２回理事会 

    日時 平成 28年６月 21 日（火） 16：00～16：10 

    会場 上山八幡宮 社務所 

    内容 代表理事の選定について 

 

 ５－３．例会の開催 

 

 事業の進捗に関する情報共有・協議のため、会員を中心とした例会を以下の通り、21回開催した。 

４月５日（火）、４月 27日（水）、５月 13 日（金）、５月 28日（土）、６月９日（木）、 

６月 21 日（火）、７月５日（火）、７月 28 日（木）、８月 24日（水）、９月６日（火）、 

９月 21 日（水）、10 月３日（月）、10 月 10 日（月）、11月２日（水）、11月 18 日（金）、 

12 月２日（金）、１月５日（木）、２月２日（木）、２月 17日（金）、３月６日（月） 

３月 16 日（木） 

 

（以上） 


